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要旨

本論は20世紀初頭のヨーロッパで、一部のアーテイストらにより当時のメンズファッションデザインに新た

な試みがなされたことについて述べたものである。既に、メンズファッションにおいては 19世紀半ばに現在の

メンズスーツの原型が確立され、以後男性ファッションは単純化、画一化に向かい、ディテールの変化はあるも

のの、殆ど変化を示さなくなる。しかし、ファッションとアートが接近した 1920 年代~1930 年代にかけて、

アーテイストたちがメンズファッションデザインの変化を試みていた。そこで、メンズスーツが確立された直後

の19世紀後半のオスカー・ワイルドによるメンズファッション改革から、 20世紀前半のイタリア未来派とロシ

ア・アヴァンギヤルドによる改革、そして戦後ドイツで活動したアーテイストのヨーゼフ・ボイスによるメンズ

ファッションの改革について触れた。なぜアーテイストたちはメンズファッションに変革を及ぼそうとしたので

あろうか。アーテイストたちは自らデザインした服を着用し、芸術家としての作品と芸術家としてのイデオロ

ギーを目に見える形として自らの身体を表現方法のひとつとした。彼らはアートという枠の中で既成概念や価値

の変換を行いながら新たなものを創造した。それがメンズファッションへの改革となり、アーテイストとして一

見風変わりなイメージを表現した。
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はじめに

男性服においては、 19世紀半ばにメンズスーツが確

立し、以後男性服のユニフォームとなったスーツはディ

テールの変化はあるものの、大きな変化はしなくなった。

そのような単調になった男性服について、 19世紀末、

異議を唱えたのが、オスカー・ワイルド OscarWild 

(1854-1900) 1)である。彼は、「男性服にも美的要素を

追及し、個性を見せるべきである。」と主張し、 18世紀

を想起させる非常に華美な服装(ベルベットの上着、膝

丈のキュロット、色鮮やかなネクタイとベスト、シルク

の靴下)をした。しかしながら、その服装は自ら着用し

たものの、一般には広がらなかった(写真 1)。

イギリスでは 1870年代、「美的なものに最高の価値を

おく」ことを調ったエステティック運動(美学運動)が

起こっていた。その代表者がワイルドであった。ファッ

シヨンの分野では合理服協会Rationaldress SOCiety2)が

結成され、当時主流であった装飾過多の衣装とは対照的

なアクセサリーや装飾のない、ゆったりとしたドレス

が、「エステティックドレス aestheticdressJ として、

芸術を愛好する女性の聞で注目され、すこしずつ普及し

文化学園大学服装学部准教授服飾文化史・服飾文化論
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写真 1 オス力一・ワイルド 1882年
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ていった経緯がある。その活動に関わりをもっていたワ

イルドは、男性服の分野でそれを先導した。しかし、女

性服において装飾過多な衣装とは対照的なエステティッ

クドレスに賛同しつつ、自らは華美な服装をしたこと

は、男性服が19世紀後半は一層単純化の方向へと向か

う時代において、時代の求める男性像とは異なるもので

あったために、普及はしなかったと考えられる。近代社

会において、男性のファッションは機能性や実用性を重

視するようになった。そのような時代に、過去の時代に

見られたような華美な服装は、時代錯誤的な試みで、あっ

たと考えられる。

他方、シュツットガルト大学のギュスターヴ・イエ

ガーGustaveJ aeger3)は素肌の上に着る素材として、身

体の分泌物の発散を促すウールが最もふさわしいという

仮説を立てた。そして、彼自身の肖像写真を見ても、当

時の一般的な男性服ではないことが分かる(写真2)。

アイルランド出身で文学者でもあり教育家としても多彩

な活動をしたジョージ・バーナード・ショーGeorge

Bernard Shaw (1856・1959)は長き生涯を通して、イエ

ガ一博士の仮説の熱烈な信奉者であり、常にウールを身

に着けていた。

このように、デザインや機能の面から、メンズフアツ

写真2ギュスターヴ・イエガ- 1880年代
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ションの改革の試みが19世紀に既に起こっていた。

その後も、いくつかの芸術化集団が20世紀の初頭に

かけてメンズファッションに関しての創作活動がみられ

る。

1.メンズファッション改革の波

1 .ウィーン工房とメンズファッション

1903年、工芸家集団「ウィーン工房J4)が設立され

た。芸術家の育成、製品の構想、販売、工芸、建築など

あらゆる分野において活動した。生活と芸術の「用」と

「美」の一体化を図り、職人技術の復興を目標にしてい

た。特徴は、直線や長方形などの単純な幾何学構成で

あった。 1910年代に「パリから離れて」独自のウィーン・

ファッションを作り出そうとしていたウィーン工房は、

1911年から正式なモード部門が誕生した。 19世紀末か

ら20世紀初頭にかけて、パリファッションが世界で注

目を浴び、自信に満ち溢れていた。その影響下でいち早

く抜けだそうとしていたのである。

彼らの服のデザインは、当時、 1906年にパリでポー

ル・ポワレPaulPoiret (1879-1944) 5)がストレートな

シルエットを発表し、センセーションを巻きおこしたも

のと同じような真っ直ぐなシルエットを持つが、直線や

正方形、長方形が目立つグラフイカルなテキスタイルに

特徴があった(写真3)。彼らが行った服のデザインは

主に女性用ではあったが、写真は、作業をしている時の

グスタフ・クリムト GustavKlimt (1862-1918)で、肩

に白い飾りのついた藍染のスモックを愛用していた。 20

世紀初頭の女性ファッションは身体を拘束した服を身に

着けていたので、ウィーン工房は、こうした状況を変え

ようと変草を試みていた。デザインはコルセットを解放

し、比較的ゆったりとしたウエストラインをもち、袖や

スカートをたっぷりさせ、動きの自由さを重視した。ク

リムト自身が着用していたスモックは、まさにそれを男

性服に応用した形であったと考えられる。彼は、幾っか

スモックを持っていたようであるが、写真で確認する限

り、種類は多くはない。

ロベール・ドローネーRobertDelaunay (1885-1941) 6) 

は妻のソニア・ドローネーSoniaDelaunay (1885-1979) 

がデザインしたスカーフを巻いたルーマニア生まれの詩

人トリスタン・ツァラを描いた(写真4)。色鮮やかで

酒落たデザインのスカーフである。



写真3 グスタフ・クリム卜 1910年頃

2.ロシア・アヴ、アンギャルドとメンズファッション

ロシア・アヴァンギャルドは、 1910年代半ばソ連に

おいてはじまった芸術運動で、絵画、彫刻、建築、写真

等、多岐にわたる。特に、 1920年代ファッションおよ

びテキスタイル・デザインを手掛けるようになる。リュ

ボーフイ・ポポーワ LiubovPopova (1889-1924)、ウラ

ジミール・タトリン VladimirYevgrafovich Tatlin 

(1885-1953)、アレキサンドル・ロドチェンコAleksander

Rodchenko (1891-1956) 7) らがテキスタイル・デザイ

ンを試み、服をデザインした。ロシア構成派美術家たち

は、「大衆のための芸術、日常品のデザイン」を背景に、

そして、日常品のデザインとして、ファッションはその

対象となったのである。ロドチェンコは、 1922年ウー

ルとレザーの男性用作業着をデザインした。大衆のため

に大量生産が必要となる。そこで、複製が可能なスト

レートなラインが採用された。そして、ゆったりめのス

トレートなラインは、誰もが着られるデザ、インでもあ

写真4 卜リスタン・ツァラ ロベール・ド口ーネ一画 1923年

写真5 アレキサンダ一・口ド、チェンコ 1922年

る。ロシア・アヴァンギャルドは、社会主義思想にもと

に大衆化、複製化を前提にしていたこともあり、大衆向

けの実用的な洋服の製造であった。鉛筆や小物を収める

実用的な大きなポケットがついている(写真5)。
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ll.イタリア未来派の改革

1 .バッラとダイナミックなデザインのスーツ

イタリアでは未来派 8)が1910年から 1916年にかけ

て音楽、彫刻、建築、映画、建築、インテリアデザイ

ン、演劇や映画の舞台デザイン、絵画、彫刻、家具、写

真、広告などの多彩な分野に渡り、未来派の活動として

の一大特徴とされる各種宣言が続々と発表した。そし

て、メンズファッションを草新するための提案を主に宣

言という方法で発表して、未来派メンズファッションと

して提案した。

ジャコモ・バッラ GiacomoBalla (1871-1958) 9)は、

未来派の中でも、メンズファッションの改革に最初に取

り組んだ。 1912年頃から保守的な傾向にあった当時の

メンズスーツ斬新なデザインを提案した(写真6)。時

代に即した機能性や、一様に黒色のスーツに色彩を加え

るといった現代性を表現し、都会生活の躍動感を賛美し

た。

メンズスーツをめぐっては、その後、宣言というスタ

イルで次々と発表されていく。最初の宣言は 1914年5

月Levetement masculin futuriste-manifeste (未来派男

性衣装宣言)である。

宣言の中ではそれまでの保守的なメンズファッション

のデザインを否定し、未来派的な要素のあるデザインを

写真6 ジャコモ・バッラ 1920年代

;j 文化学園大学文化学園大学短期大学部紀要第48集

提案し、新たな未来派衣装を提案している。現在から見

ても、そのデザインは斬新である。

1914年の7月に始まった第1次世界大戦で、 8月に入り

ドイツは戦線布告をした。ドイツの友邦であったイタリ

アは8月2日に中立宣言を発表し、戦争を見合わせた。

未来派はこの政策に意義を唱え、激しい反対運動を展開

し、中立の政策を変更しない政府に対し、彼らは「反中立

服」と称する衣装を作り、デモを行ったO 前後して 1914

年9月11日に未来派は11vestito antineutrale manifesto 

futurista (未来派反中立衣装宣言)を発表した。 5月に

発表された宣言のイタリア語版とされ、 2つの宣言の基

本的な概念はほぼ一致している。

また、 1924年にデザインされたベストは、未来派の

煽動の印として、共通の衣装の下に着用された。印象的

な多色が特徴で、幾何学的なラインの中に色彩のダイナ

ミックさが感じられる。

2.タイアートとつなぎ服 rTUTAJ

未来派のエルネスト・タイアート ErnestoThayart 

(1893・1959)10)は1918年にトゥータ TUTAと呼ばれる

上着とズボンが一体化した「つなぎ服」を考案してい

る。それは女性性や男性性が強調された衣服ではなく、

ジェンダーレスでモダンかつシンプルな月民であった。タ

写真7 タイアートのTUTA 1919年



イアートの造語である TUTAには、作業着、工員用の

衣服という意味があることから、機能主義的な要素が汲

み取れる。

1926年にタイアートは同様のラインのつなぎ服と上

着を考案する。 1918年のつなぎ服をと類似しているが、

ネクタイが添えられた(写真7)。

そして、 1932年9月20日、タイアートは、 Manifesto

per la transformazione dell'abbigliamento -maschile 

(男性衣装変革宣言)を発表した。

タイアートは宣言の前半の中で、袖なしの下着、障害

にならないシャツ、軽い靴、ぴかぴかの靴など最新の男

性衣装一式を示した。そして、スポーティーなものを奨

励し、身体の為の衣服を提案している。そのために身体

をあらゆる着膨れや動作を妨げるような圧迫から開放

し、日常生活におけるどんな状況においても着用される

べきものを具体的に示した。

その後、彼はイタリアのムッソリーニ体制に急速に接

近し、ファシスト国家組織による服飾界に役職を得てゆ

く。

このほか、未来派のフォルチュナート・デベーロ

Fortunato Depero (1892-1960)は、 1924年に男性用未

来派ベストをデザインし、自らも着用していた(写真8)。

写真8デベ 口の柄物ベスト(左)とパツラの柄物ネクタイ 1924年

3. 1930年代の未来派とメンズファッション

画家トゥッリオ・クラーリ TullioCrali (191O-?)は、

1929年に未来派に加わり、 1932年以降「未来主義航空

画家宣言」のグループ展に毎回参加し、航空絵画におけ

る代表作家の一人となった。そして衣装にも熱心に関心

を寄せた。

1932年の彼の男性衣装の習作やデッサンで、非対称

なラインを用いたデザインと鮮やかな色彩を特徴とする

スーツを提案した。彼は自分用として数着試作し、実際

に着用していた(写真9)。

画家ミーノ・デッレ・シーテ MinoDelle Site (生没

年不詳)も、 1930年代前半に男性用・女性用ともに衣

装の草新に興味を示した。彼は1932年に「加tatermica 

maschile熱のつなぎ服」を考案した。

画家ジェラルド・ドットーリ GerardoDottori (1884-

1977)は、ファシズムの要素が強く見られる軍服風の衣

装が提案された。

未来派は 1930年代、衣服そのものだけでなく装飾品

にまで関心を示し始めた。 1933年3月に、Ilmanifesto 

futurista del cappelo italiano (イタリア帽子未来派宣言)

が発表された。それは、男性に美しい帽子の着用を勧め

たものである。そして、 1933年3月27日Manifesto

futurista sulla cravatta italiana (イタリア・ネクタイ

写真9 クラリのスツ 1933年
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未来派宣言)が発表された。アンチネクタイと呼ばれ、

軽くて光沢のある金属性のものを勧めた。

m.メンズ・ドレス・リフォーム・パーティー
これまで述べてきたアーテイストによるメンズファッ

ションデザインの改革への試みとは異なるが、 20世紀

初頭のイギリスでメンズファッションデザインの提案が

された例がある。

「メンズ・ドレス・リフォーム・パーティーMen'sdress 

reform party (通称MDRP)Jなる団体が設立された。

1929年のことである。これまでに多くの資料を見つけ

るには至っていないが、試みとしては大変興味深い。メ

ンズファッションの進歩向上が図ったもので(写真 10)

「暑い夏は、非合理的な長ズボンのスーツを辞め、もっ

と通気性がよくて衛生的、しかも見た目にも正しい正装

を作ろう」というキャンペーンで、イギリス人の聖職者

や医者、芸術家、学者などが集まって設立された。その

後、世界中に支部が増えた。会員たちはタイの無い衿付

きシャツや短めのパンツ、サンダルなどを好んだ。伝統

的なスーツデザインを改革しようとしていた事実が読み

取れる。しかし、第2次世界大戦に飲み込まれ、再ぴそ

の勢いを取り戻すことはなく、 1937年解散している。

メンズスーツ発祥の地でこのような試みがなされたと

いうことが興味深い。

写真 10 メンズドレスリフオームパーティー 1937年
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N.戦後のヨーゼフ・ボイスとフェル卜・スーツ

戦後ドイツを代表する現代芸術家ヨーゼフ・ボイス

Joseph Beuys (1921-1986)0 1970年頃から日本ではそ

の名を知られるようになっていた。毛利は 170年代初

頭から 80年代にかけて、アンデイ・ウォーホルAndy

Worhol (1928-1987) と並ぶアイコンであった」と述べ

ている 11)。日本で行われた最初のボイス展は、 1984年

の西武美術館で催された『ヨーゼフ・ボイス展一芸術の

原風景』であった。展覧会開催と同時に、ボイスは来日

した 12)。その年は、ロサンゼルスオリンピックが開催

されたが、ソ連がボイコットしたことで知られる。世界

はまだ東西冷戦下にあった。 1993年にフジテレピギャ

ラリーにて『ヨーゼフ・ボイス』展、その後1996年に

は、慶応義塾大学アート・センターにて、ボイス没後

10年を記念しシンポジウムが開催され、その前後にも

企画展が開催されるなどの機会がもたれている 13)。そ

して、 2009年に水戸芸術館現代美術センターにて

meuys in J apan:ボイスがいた8日間』という展覧会が

開催された。

ボイスが12歳の時にヒトラーがドイツの首相に就任し、

ボイスはヒトラーユーゲント 14)に入っている。 1940年

には志願し空軍兵になった。 1944年にクリミア半島で

撃墜され、現地の遊牧民族が救助し、寒い土地だ、ったた

めに動物の脂を彼の体に塗り、フェルトで体を覆いテン

トまで運んだ、ことで一命を取り留めたエピソードがあ

り、それが後の彼の作品に影響を与えたと言われる。

第2次世界大戦後、ボイスはデュセルドルフ芸術アカ

デミーで彫刻を学び、終了後に作家として活動を開始し

た。

ボイスの特徴的なファッションと言えば、フェルトの

帽子とフイッシャーマンズジャケット、白いシャツと

ジーンズであった。

フイツシャーマンズジャケットとジーパンというアウ

トドアのスタイルと、白いシャツにフェルト帽は都会的

なファッションと相反する装いは、東と西、生と死、有

機物と無機物といったものを統合することに彼は重きを

置いていたという 15)。彼が活動していたドイツこそ、

資本主義と社会主義が分かれていた。彼は自分の芸術活

動の中で、二項対立を融合しようとしていた。しかしな

がら、 1989年のベルリンの壁、そして冷戦構造の崩壊

を見ることなく、ボイスは 1986年にこの世を去った。

彼の代表的な作品の中で、 1970年に体を保護する鎧

をイメージした「フェルト・スーツ」がある(写真



写真 11 ボイスのフ工ル卜・スーツ 1970年

写真12ボイスのフェル卜が巻かれたステッキ 1968年

11)。また、それに先立ち 1968年に「暖かい散歩用ス

テッキ」という作品を制作している(写真12)。これは

フェルトを 7重にステッキに巻いたものである。このス

テッキは身体を支えるものではなく、大地からエネル

ギーをもらうためのものであったと考えられている。

前述したようにフェルトは彼が九死に一生を得たと

き、身体を覆い熱を逃がさないことで一命を取り止め

た。ボイスにとり、死んで、いるか生きているかを隔ても

のが熱であり、エネルギーであった。したがって彼に

とって芸術活動に熱を与えることが重要であり、熱気を

与えて人の思考や感情を挑発して活性化させることが重

要であった 16)。

けれども、ボイスが「アーテイスト」であることが、

彼の作品、風貌やファッション、そのたたずまい含めた

スタイルが重要であることをアーサー・c.ダントは指
摘している 17)。

ちなみに、ボイスの作品は、脂肪や鉄の塊といった輸

送が難しい素材が多いということで、多くはヨーロッパ

の美術館が所蔵しているが、一部常設展で日本でも見る

ことが出来る 18)。

おわりに

20世紀初頭世界は、新しい創造性を求めて、モード

とアートがこの時代接近した時代であった。 1907年に

はP.ピカソ PabloPicasso (1881・1973) とジョルジユ・

ブラック GeorgesBraque (1882-1963) 19)を中心とした

「キュピズム cubisme20)J、1909年には本論でも触れたマ

リネッティを中心とした「未来派」、 1919年ドイツで

「ノtウハウス bauhaus21)J、ロシア革命後に「ロシア・ア

ヴァンギャルド」など、生活全般をアートとして捉え、

ファッションにおいても美術的な実験として新しい美意

識、新しい時代に相応しい作品の創造が取り組まれた。

当時のアーテイストらの活動は、パリ・オートクチュー

ルのクチュリエたちに新鮮な刺激を与えたというのは、

周知の事実である。その後も、 1930年代にはエルザ・

スキャパレッリ ElsaSchiaparelli (1890・1973)22) とサル

ヴァドール・ダリ SalvadorDali (1904・1984) との間で

より明確になり、超現実主義を信奉する芸術家たちが、

芸術作品として洋服を次々と制作した。そのような時代

において、アーテイストたちがメンズファッションデザ

インの提案や改革の試みを 19世紀末から開始した。 20

世紀初頭のウィーン工房で見られたメンズファッション

デザインは、当時彼らが女性服で主張していたゆったり

した実用性や機能性を男性服にも応用したと考える。そ

して、 1910 年代~30 年代に見られたロシア・アヴァン

ギャルドやイタリア未来派のつなぎ服、そして色彩を加

えた男性服の提案は、時代の流れが戦争へと向かってい

くなかで、一種の男らしさを模索していたのではないだ、

ろうか。

そしてアーテイストによるメンズファッションの戦後

も続いていた。ボイスのフェルト・スーツは戦争を経験

したことにより、身体のエネルギーがフェルトにより守

られる。彼にとって生きていることの証としてのエネル

ギーが重要で、あった。
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写真 13 パウリーのスーツ 1991年

近年では、オーストラリア出身で、ロンドンで主な活

動をしたパフォーマンス・アーテイストのリー・パウ

リーLeighBowery (1964 ~ 1994) 23) は、 1980年代と

1990年代のロンドンとニューヨークのアートとファッ

ション界における影響力のある人物の l人と見なされて

いる。彼はパフォーマンスアートとして、身体の形を著

しく変える、斬新なファッションデザインを行った(写

真 13)。

今や、ファッションデザイナーの作品は世界中の主要

な博物館で定期的に展示されるようになった。日本でも

そうした動きが顕著である。そういう活動があったから

こそ、ファッションと芸術は密接に結びつき、ファッ

ションデザイナーは芸術家であるという概念が世間に受

け入れられるようになったのである 24)と言えよう。芸

術家としての自分の仕事を世に広めようとしているので

あれ、政治的、芸術的イデオロギーを目に見える形で表

現しようとしているのであれ、芸術家がその手段として

意図的に洋服を利用した。「芸術とファッションは切っ

ても切り離せない関係 25)Jとなっていることが改めて

確認出来る。彼らは、「アート」という枠の中で既成概

念や価値の転換を行いながら、新たなものの創造した。

それが、メンズファッションデザインの改革への試みと

なったのではないだ、ろうか。

そして、なぜアーテイストたちは一見してアーテイス
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トと分かるような一風変わった装いをするのであろう

か。ブラックマンが「芸術家はとかく奇抜なファッショ

ンに走りがちで、人と違う着こなしをする傾向にある。

それは、自分の芸術を追及するために必要な自尊心、自

分が身を置く前衛的な環境、慣習にたいする軽蔑心、あ

る種の遊び心から生まれてくるのであろう。」と述べる

ように、アーテイストらは、意図的に「ファッションに

おいてのアーテイストjのイメージというものを世間に

植え付けていったと考えられる。

すなわち、芸術家としての作品と芸術家としてのイデ

オロギーを表現するために、自らの身体をひとつの表現

方法としてファッションを用いたのである。

今後は、ロシア・アヴァンギャルドのファッションと

テキスタイルに関すること、ウィーン工房とメンズ

ファッションに関すること、そして時代の変化の流れの

中での位置づけがまだまだ不十分で、あるので、各事例を

さらに分析し、検証したいと考える。

注

1) アイルランド出身の詩人。作家、劇作家。耽美的・退廃

的・懐疑的だった 19世紀末文学の旗手として多彩な文筆活

動をした。ファッションに関しては、妻とともに合理服協会

のメンノtーであった。

2) 1881年に創設された。機能的なファッションを推進する

ために、自ら健康や着心地を基本にした衣服を着用し、それ

を広めようとして話題となった。 1890年に解散した。

3) 1800年代、健康の為に肌に直接ウールを身に着けること

を提唱した。 1984年にロンドンの雑貨卸売会社は彼の名の

使用権と特許を取得し、ウール下着を発売した。後に、総合

ブランドとして展開している。

4) 1903年設立。銀行家フリツツ・ヴェルンドルファーをパ

トロンとして、ヨーゼフ・ホフマン(Josef Hoffmann 1870-

1956) とコロマン・モーザー (KolomanMoser 1868-1918) 

により設立された工房。デザイナー集団。でウィーン分離派

(1987年、クリムトを中心に結成された新しい芸術活動を主

張する集団)とその同胞たちは、芸術、建築、デザインなど

すべての芸術活動を統合した。デザインには、洋服も含まれ

た。 1932年解散。

5) 1903年メゾンを設立した。 1906年にはコルセットのない

ストレートなシルエットのドレスを発表した。日本や、ロシ

ア・バレエなどオリエンタルの影響を受け、作品を次々と発

表した。多くの若手アーテイストも育てた。

6) 20世紀前半に活動したフランスの画家。抽象絵画の先駆

者の一人として知られる。妻のソニア・ドローネ}も画家で

あった。彼女は幾何学で構成される抽象画を描く。テキスタ

イルデザインも手掛け、服に応用した。彼女は、面と線だけ

で構成された画面に色彩を配置するという新しい抽象表現を

開拓し、それをテキスタイルや衣装デザインに試み、男性・

女性の両方に向けて、アーテイスティックなウエアを縫っ

た。



7) ロシア・アヴアンギャルFの芸術家。絵画、ヂザイン、舞

台芸術、写真など、幅広くに渡って活躍した。

8) 詩人7ィワッポ トンマーゾ・マワネッティ F.T.Mar担etti

(187'ιl悦4)が、創始した芸術運動。 19ω年2月20日パリ

の新聞『ル・ 7ィfロ』に「未来派宣言」を発表したことに

端を発し、前衛的な芸術運動を開始した。文学、絵画、彫

刻、建築、演劇、音楽、映画など生活芸術全般に広まった。

街頭運動やパ7オ]マンスを通し、この運動をイタリアの内

外に広めた。当初はイタリアの芸術を改草することが目的で

あったが、次第に文化・芸術の域を超え、イタリアという圏

そのものを攻撃の対象としていくようになった。イタワ7は

古代ロー?の遺跡や、ルネサンス美術などの遺産で生きてい

るイタ 'J7の伝統を否定していったロそしてイタリアの若者

の参加を呼びかけ、文化や政治にみられる過去の遺産と伝統

的な価値を一切否定していった。そして、機敏や技術のもた

らした都会の隠動感とスピーF感を新しい美として表現し近
代性を賛美する新しい美意識の誕生を掲げたのである。

9) 1871年トリノに生まれた。美術アカデミーで学んだ後、

1895年ローマに移り制作活動に入った。その後、画家とし

ての実績を積みながら頻繁に展覧会にも出品Lていた。彼が

生涯を通じ7ァッションに対し強〈関心を持ち続ける要因の

ひとつとなったのは、 19∞年の6ヶ月に及ぶパリ滞在で、彼
はア]トよりもむしろパリの7アツションに驚きを憶えた。

当時のパリでは、男性は形式化したスーツスタイルに身を包

んでいたのに対し、女性は7-)レ・ヌーヴォースタイルと呼
ばれた曲線を重視したシルエットに、華やかな帽子を添えた

7ァッションをしていたときである。

10) 1929年に未来派グル}プに加わった画家彫刻家である。

彼は未来派グル]プに加わる以前からファッションへの関心

が高〈、 1920年代、デザイナーのマドレーヌ・ヴィオネの

アトリエでデザインに携わっていたことで知られているが、

それよりも前に男性衣装にも関心を持っていたo

11)水戸芸術館現代美術センター編、『ヨーゼ7 ボイスよみ

がえる革命』、フィルム7-ト社、 2010、p.l24

12)ボイスの来日に関する内容は、ドキュメント fヨ]ゼ7・
ボイス』、西武美術館、 1984に詳し1ρ。

13)水戸芸術館現代美術センタ}編、前掲書、 p.48

14) 1926年に設けられたドイツのナチス党内の青少年組織に

織を発した学校外の放課後における地域の党青少年教化組

織勺 1936年の法律によって国家の唯一の青少年団体 (10歳

から 18歳の青少年全員の加入が義務づけられた)となった。

15)林央子他、「わたしを変えるアートとファッション』パ

ルコ出版、 2013、p.53

16)林央子、前掲書、 pp.5ι57

17)水戸芸術館現代美術センター編、前掲書、 p.1l9

18)水戸芸術館現代美術センタ}編、前掲書、 p.50

19) 7ランスの画家。ピカソと共にキュピスムの創始者の一人

で、生涯に渡って絵を書き続けた画家。

20) 20世紀初頭にパプロ ピカソとジヨルジユ・ブラックに

よって創始され、多くの迫随者を生んだ現代美術の大きな動

向である。いろいろな角度から見た物の形を一つの画面に収

めた。

21) 1919年、ドイツ・ヴァイマ」ルに設立された工芸・写真・

ヂザインなどを含む美術と建築に関する総合的な教育を行っ

た学校。また、その流れを汲む合理主義的・機能主義的者芸

術を指す。ナチスにより 1933年に閉校した。その活動は現

代美術に大昌幸影響を与えた。

22)イタワアで生まれ、後にパリで 1927年トロンプイユの

セーターで成功した。ダワらシユルレアワスムのアーテイ見

トと交流を持ち、アートとファッションの融合を図ったロセ

ンセ]ショナルな作品で知られる。

23)オーストラリア出身の、ロンドンを本拠地とする、パ

フォーマンス・アーテイ 1 ト、クラプ・プロモーター、俳

優、ポップ・スタ]、モデル、ファッションデザイナ]でも

ある。

24)キャリー・ブラックマン、桜井真砂美訳『メンズウエア

l∞年史』プル]スインタ]アクション丈、 2010、p.68

26)キャリー ブラックマン、前掲書、 p.66
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